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投票後、
自身でポストに投函

7/20 午後以降
投票用紙等の送付

大田区における投票の流れ

開票所（大森スポーツセンター）

期日前投票所
（本庁舎・１８特別出張所）

請求に基づき、投票用紙等を郵送
指定施設等は本庁舎受け取りも可能

第44投票所 蒲田小学校
（指定投票区）

期日前投票

不在者投票

当日投票

大田区役所本庁舎
（大田区選挙管理員会）

7/20 午後5時頃
投票箱の送致

7/20 午後8時過ぎ
投票箱の送致

7/20 午後8時過ぎ
投票箱の送致

6/26～27
投票用紙の送付

7/20 午前6時
投票用紙の送付

指定投票区では、当日投票とは別に
不在者投票の封筒の開披・集計作業
が行われ、作業終了後に投票管理者・
投票立会人の立会いのもと、投票用
紙を投票箱に投函する

施設長が投票管理者
となり、入院・入所中
の選挙人が投票

投票後、滞在地選管が
すみやかに郵送

投票前の投票用紙

7/19 午後8時過ぎ
投票箱の送致

不在者投票者

入院・入所中

指定施設等

区外に滞在中

滞在地投票

郵便等投票

郵便等投票
証明書交付者

投票
用紙

内封
筒

外封筒

※不在者投票は、投票
後に投票用紙を内封筒
に入れ、さらにそれを外
封筒に入れ、封をして郵
送する

投票済の投票用紙

本庁舎：7月4日から19日まで
特別出張所：7月13日から19日まで
投票時間：午前8時30分から午後8時まで

当日投票所
（第１投票所～第７０投票所）

当日投票所：7月20日
投票時間：午前7時から午後8時まで

受付期間：7月4日から20日まで

滞在地の
選管で投票

施設内で投票

投票後、施設職員が郵送
または本庁舎持ち込み

自宅等で投票



不在者投票者数の一部を二重計上
・選挙区 2,590票
・比例区 2,588票

大田区における開票の流れ

開票所（大森スポーツセンター）

【速報室】

各投票所（70か所）

7/20 午後8時過ぎ
• 投票速報システムの入力
• 投票録の作成
• 投票録・投票箱の送致

【開票会場】

7/20 午後9時まで
• 投票録・投票箱の受領

投票箱は開票会場へ

投票録は速報室へ

班の名称 主な作業内容

分類機班 機械を使って票を候補者・政党別に仕分ける

リジェクト班 分類機班で分類できなかった票を職員の手作業で仕分ける

検査班
分類機班とリジェクト班で仕分けた票が同一の票束になっているか検
査する

疑問班 リジェクト班・検査班で判断できなかった票の有効・無効を審査する

計数結束班
検査済センターの票を計数して500票束に結束し、バーコード付票を
付ける

集計班 票束のバーコード付票を読み取り、集計する

①投票箱の開披作業
（開披台）

②分類機班 ③リジェクト班

④検査班

リジェクト票
（分類機で読めなった票）

有効票（分類機で読めた票）

⑤疑問班

疑問票（難読票・白票・点字票・按分票等）

⑥検査済センター
検査班で検査が済んだ票を一時的に集めておく場所

⑨集計班⑦計数結束班

• 票を計数機で2回計数し、５０0
票束を作る。

• 500票束には、バーコード付票
（500票用）をセットする。

• 残った端数票も計数し、バーコー
ド付票（手入力用）をセットする。

リジェクト票は検査シートを用い
て手作業で仕分ける

有効票束（候補者票・政党票）や
白票束の表裏を1枚ずつ検査し、同一
の候補者・政党であるかを検査する

パソコン2台でバーコード付票を
読み取り、1台ごとに集計作業をする。

投票速報の作成
・当日投票者数は投票速報システム
や投票録を用いて集計する。
・期日前投票者数は前日夜間に確定
・不在者投票者数は当日午後８時に確定

票の両面を読み取り、
候補者・政党別に仕分け
る

7/20 午後11時頃

• 投票速報（確定報告）を区ホームページ
に公表

投票速報の「誤った投票者総数」
をもとに集計しているため、誤
差が生じた。
差分は「架空の白票」を計上

7/21 午前3時４０分（選挙区）
7/21 午前4時50分（比例区）
• 開票確定、開票録の作成

⑩随時点検台・積載台

開票管理者・立会人

疑問票の回示
※回示とは立会人一人ひとりに
持ち回りで点検してもらう作業

集計された有効票・
無効票を適宜確認する

集計済みの票

疑問票の有効・無効を審査する

回示済の票
（有効票・無効票）

疑問票

有効票

有効票・無効票

有効票

開票作業の終了
（開票率100％）

⑧回示票計数担当

回示済の票を2人1組で計数し、
バーコード付票（手入力用）を
セットする。

資料２
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資料２

投票速報における不在者投票者数の二重計上



公示・告示

選挙の実施が正式に周知され、候補者の届出受付が開始

期日前投票・不在者投票
期日前投票とは、選挙当日に投票できない有権者が事前に投票できる制度
不在者投票とは、選挙当日または期日前投票期間に投票できない有権者が、滞在先や指定施設等で投票できる制度

選挙当日・投票速報
投票日に各投票所の投票状況を集計し、途中経過を報告

投票者数確定
投票終了後、最終的な投票者数を集計・確定

開票
投票箱を開け、投票された票を候補者ごとの得票数を集計

結果確定
開票結果に基づき、当選者が決定

選挙全体の流れ

投票速報における不在者投票者数の二重計上



２.投票状況集計 （ 午前9時、午後0,3,6時の計４回）

【庶務係長＠各投票所】
貸与されたスマホで投票速報システムに
投票者数を入力（選挙区のみ）

【速報担当＠開票所】
スマホ入力された投票者数が投票速報システ
ムに反映。全箇所の入力を確認し、投票速報
システムから速報結果（Excel）を出力

５.投票者数確定報告 （午後9時～）

【速報担当＠開票所】
①投票録が各投票所から送致されたら、
以下の２点が一致しているか確認する。
  ・投票速報システムで集計した投票者数
  ・各投票所の投票録の投票者数
②投票速報システムから投票者数確定報告
（Excel）を出力し、区のHPに掲示
③同時に、東京都選管に投票者数とその
内訳を報告（東京都選管システム）

１.前日準備 （期日前投票終了後 午後10時～）

【速報担当＠本庁舎】

①期日前・不在者投票システムから
・期日前投票者数
・当日有権者数
・19日までの不在者投票者受付数
をCSVファイルで出力

②CSVを投票速報システムにｺﾋﾟﾍﾟ入力

選挙当日・投票速報

３.不在者投票数集計 （午後7時頃）

【不在者投票担当＠本庁舎】
①全不在者投票者受付数データ（70投票区分）
を期日前・不在者投票システムからPDF抽出

②PDFデータを速報担当に送信

【速報担当＠開票所】
不在者投票担当から受信したPDFを
読み上げて、確定報告用Excelに不在者
投票者数を手入力

 ⦿誤計上発生⦿

期日前投票・不在者投票・在外投票と併せて各投票所の投票状況を
投票速報システムで集計し、 中間報告（途中経過）と確定報告（集計完了後）を行う

４.投票状況集計 （午後8時 最終回）

【庶務係長＠各投票所】
貸与されたスマホで投票速報シス
テムに投票者数と有権者数を入力
（選挙区及び比例区）

【速報担当＠開票所】
スマホ入力された投票者数が投票
速報システムに反映されることを
監視

【速報担当】 

主担当は選管職員1名、期
日前投票担当と兼任。
当日は他部署から応援職
員として、３名配置追加配置。

【不在者投票担当】

選管職員２名配置。

【庶務係長】

各投票所に１名配置される
他部署の係長級職員。

投票速報における不在者投票者数の二重計上



本来の計算方法

①19日までの不在者投票者受付数（2,590人）
＋

②20日当日受付数（279人）
＋

④在外投票者数（360人）

計：3,229人

誤った計算方法

①19日までの不在者投票者受付数（2,590人）
＋

③20日までの不在者投票者受付数（2,869人）
＋

④在外投票者数（360人）

計：5,819人

2,590人増
※19日までの

 不在者投票者受付数が二重計上

二重計上の発生の流れ
1.投票速報担当者が
「20日までの不在者投票者受付数」 を
「20日当日受付分の不在者投票者受付数」 と認識

2. 被りのあるデータを足し合わせてしまった
（①＋③＋④）

３.不在者投票者数集計

【誤計上詳細 ※選挙区の場合】

投票速報における不在者投票者数の二重計上

【①2,590+②279】



投
票
日
当
日

投票速報

在外選挙

確認・修正

在外投票者数データ
（確定）

速報値と投票録を
突合・修正

データ取り込み

不在＆在外の数値を
PDFから手入力

システム編成の現状

【大森スポーツセンター：速報室】

【区役所本庁舎】

投票速報を確定させるために「投票速報」「期日前・不在者投票」「当日投票」「在外選挙」の合計４つのシステムを使用
しており、データ共有方法がCSV・PDF・スマホ入力・紙ベース等多岐にわたり、ミスが発生する温床がある。

確定報告
の完成

期日前・不在者投票

【区役所本庁舎】

期日前
不在者投票者データ

（19日まで）

当日投票
【各70投票所】

投票者数データ
（時間別）

期日前・不在者投票

【区役所本庁舎】

不在者投票者数
データ
（確定）

当日投票
【各70投票所】

投票録当日投票者数データ
（確定）

投
票
日
前
日

CSV送信 PDF送信
スマホ

入力・報告
開票所
持込み

スマホ
入力・報告

開票集計システム

【開票所】

投票者総数データ
（合計値）

投票速報における不在者投票者数の二重計上

午後10時 午前9時 午後6時 午後7時 午後8時 午後9時～午後８時 午後10時

完成した投票者数情報を

・開票担当に紙ベースで
・広聴広報課にExcelデータで
・東京都には独自のブラウザ入力で

それぞれに提供し、速報担当の業務は終了



資料３

開票所における票の集計の流れ



開票所における票の集計の流れ  ①本来の業務フロー（※票数はイメージ）

⑥ 

検 

査 

済 

セ 

ン 

タ 

ー
投票
用紙

第一計数担当
⇒票を計数し、100束
票を作る

投票
用紙

第二計数担当
⇒再度100票束を計
数する

500票
付票

班長
⇒100票束を5束にまとめて
1つにまとめ、バーコード付票
（500票用）を付ける

投票
用紙

第一計数担当
⇒端数票を数え、有
効小票に票数を記入

有効
小票

有効
小票

第二計数担当
⇒端数票を再度数え、
有効小票の票数に誤
りがないかを確認

手書き
付票

班長
⇒バーコード付票（手入力用）
に票数を記入、添付する

⑨

集

計

班

Ⅱ 開票集計システムで検査済センターの票を集計

・付票のバーコード（500票用）を読み込むと、候補者・政党ごと
に集計されていく。付票のバーコード（手入力用）を読み込む場合
は、担当者が付票に記入された数値を直接システムに入力する。
・端末は２台あり、いずれもネットワークには接続していない。
・付票のバーコードを読み込む作業は、それぞれの端末で行う。
（同じ作業をそれぞれの端末で行う。）

Ⅰ 検査済センターの票の集計

⑤ 

疑

問

班

⑧ 

回
示
票
計
数
担
当

開票集計システムでは、以下のように表示される。

【投票者総数】 20,000人
【集計した票数】 1９,000票
【残数】   １,000票

Ⅲ 検査済センターの票の集計後

開票集計システムでは、以下のように表示される。

【投票者総数】 20,000人
【集計した票数】 19,900票
【持ち帰り不足票数】 100票

Ⅳ 開票集計システムで疑問班の票を集計

本選挙における全ての票が集計され、投票者総数より集計した票
数が少なかった場合、差分は持ち帰り不足票数として計上する。

※持ち帰り不足票 ： 投票用紙は交付したが、投票箱には投函さ
れず、持ち帰られてしまったと推測される票

疑問班で受け入れた票
は900票

⑦計数結束班と
同様に二重体制で計数し、
バーコード付票を添付する

⑦ 計数結束班

手書き
付票



手書き
付票

⑥ 

検 

査 

済 

セ 

ン 

タ 

ー
投票
用紙

第一計数担当
⇒票を計数し、100束
票を作る

投票
用紙

第二計数担当
⇒再度100票束を計
数する

500票
付票

班長
⇒100票束を5束にまとめて
1つにまとめ、バーコード付票
（500票用）を付ける

投票
用紙

第一計数担当
⇒端数票を数え、有
効小票に票数を記入

有効
小票

有効
小票

第二計数担当
⇒端数票を再度数え、
有効小票の票数に誤
りがないかを確認

手書き
付票

班長
⇒バーコード付票（手入力用）
に票数を記入、添付する

⑨

集

計

班

Ⅱ 開票集計システムで検査済センターの票を集計

・付票のバーコード（500票用）を読み込むと、候補者・政党ごと
に集計されていく。付票のバーコード（手入力用）を読み込む場合
は、担当者が付票に記入された数値を直接システムに入力する。
・端末は２台あり、いずれもネットワークには接続していない。
・付票のバーコードを読み込む作業は、それぞれの端末で行う。
（同じ作業をそれぞれの端末で行う。）

⑤ 

疑

問

班

⑧ 

回
示
票
計
数
担
当

開票集計システムでは、以下のように表示される。

【投票者総数】 20,000人
【集計した票数】 17,000票
【残数】   3,000票

Ⅲ 検査済センターの票の集計後 7/21 午前２時００分～

⑦ 計数結束班

手書き
付票

疑問班で受け入れた票が、
400票しかないことが

判明する。
白票用のバーコード付票（手入力用）
に2,500票と記入し、集計班に持ち
込む

Ⅳ 開票集計システムで疑問班の票を集計
7/21 午前3時40分

本選挙における全ての票が集計され、投票者総数より集計した票
数が少なかった場合、差分は持ち帰り不足票数として計上する。

本来は、開票集計システムでは、以下のように表示されるが、

【投票者総数】 20,000人
【集計した票数】 1７,４00票
【持ち帰り不足票数】 2,600票

持ち帰り不足票数が多すぎると不自然であるため、
白票（無効票）を計上してしまった。

【投票者総数】 20,000人
【集計した票数】 19,900票
【持ち帰り不足票数】     100票

Ⅰ 検査済センターの票の集計 7/20 午後10時50分～ 7/21 午前1時45分

開票所における票の集計の流れ  ②本選挙の事例 （※票数はイメージ）
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